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異次元の感謝（出23:14-16）
だれが一番強い人、丈夫な人間でしょうか。格闘技の世界チャンピオンでしょうか。あるいは、飛んでいる鳥も落とせるといわれる、そのような権力を持っている政治家が強い人なのでしょうか。お金さえあればできないことは何もないといわれる時代です。それくらいの莫大なお金を持っている金持地であれば、強い人間であり、また勝利の人生を生きることができるのでしょうか。チャンピオンだとしてもそれは若いうちのことなので、年をとるとやめないといけないということを不安に思って、それに備えるということをよく耳にします。政治家も今はものすごい権力を持っていたとしても、いつそれが奪われるかわからないので、敵にあたる者に対して、ものすごく工夫をして、いろいろな措置をとったりします。万が一、選挙でその権力の座が奪われた場合、ものすごく落ち込んで、歯をくいしばったりということもあったりします。いったい誰が強い人間なのでしょうか。だれが本当に丈夫な人間なのでしょうか。何かによって揺れ動く人は、今現在、強い何かを持っているかもしれませんが、本当の意味で強いとは言えないのではないでしょうか。しかし、権力を奪われても、年をとってチャンピオンベルト渡すことになったとしても、全く構わずに感謝している人がいるのであれば、阿呆か、あるいは本当に強い人間だと思います。通の人は、うまくいけば感謝。大学に落ちてしまうと全く感謝などはできません。旦那さんが良くしてくれると感謝。少し疑わしい、怪しいことがあれば、感謝などの気持ちは全く消えてしまいます。そのような感謝では、強い人間としての勝利は期待できません。奪われても、なくなっても、思い通りに行かなくても、予想通りにならなくても構わずに、いつでもどんな時でも感謝できる、そのような感謝を絶対的感謝と言います。そのような感謝の人が一番強い人であり、人生に勝利するようになります。ある意味、だれの手にも負えない感謝の人です。殺されても感謝ですから。「そんな感謝があるのでしょうか」。ヨセフは濡れ衣を着せられました。それにもかかわらず感謝を失ったことがありません。ダビデは、死のかげの谷を歩いたときでも感心しました。悪いことをしていないのに、逃亡者になってしまいました。それでもダビデは、感謝しました。パウロは、刑務所の中に入れられました。その刑務所の中で、「私は最高に幸せなものです」と言います。刑務所の中に入れられたことに対して「神様、感謝します」と告白します。そのような感謝は、聖書にはいくらでもあります。世の中では見当たらないでしょうけれども、その感謝は、ただの感謝ではありません。これが信者、クリスチャンだけに許されている特権であり、クリスチャンだけの武器であり、クリスチャンだけにみられる感謝なのです。なぜそのような感謝ができるのでしょうか。
今日、初穂の感謝礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、ぜひクリスチャンとして、皆さんのものですから、その感謝を回復していただきたいとそう願います。

なぜうまくいかないのに、誤解されているのに、無視されているのに感心することができるのでしょうか。そのようなこととはまったく関係ない、それにかまわずに感謝せざるを得ないクリスチャンだけにある感謝の理由があるからです。それはいったい何なのでしょうか。それは私たちが罪より救われたという感謝なのです。救いの感謝こそ絶対的な感謝なのです。何があってもどんな状況に置かれていても感謝するしかないし、また感謝せざるを得ない感謝なのです。罪より救われたということは、どういうことなのでしょうか。ただ皆さんが何か悪いことをしているのに「もういいよ」といわれることなのでしょうか。人間の罪、許されないといけない罪というものが、自分の力では絶対に解決不可能な問題を意味するわけです。エペソ2：1、自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって。罪というものは、私たちのたましいが死んだ状態、つまり、祝福の根源である神様から完全に断たれて、すべての関係が全部壊れてしまったという意味なのです。良いことは何もありません。たましいが死んだというのが罪であり、それは単にたましいが死んだ、目に見えないからまさかと思うかもしれませんが、勝手にしてください。自分の罪過と罪との中にあって死んだというのは、裏返しますと、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であるという意味なのです。ですから、絶対解決不可能なのです。結局、エペソ2：3にあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる。生まれながら滅びるしかない運命を抱えて生まれるようになります。何をどうするかと一切関係がありません。絶対解決不可能なのです。ですから、人々は、精いっぱい生きるつもりであっても、悪魔、サタンが作り上げた世の流れ、神はいない、いらないとしています。その結果、偽物の神、偶像崇拝や占いや自分が作り上げた理想を求めて人生を生きるしかありません。結局、サタンの奴隷として人生を生きるしかないし、その結果、頑張ったにもかかわらず、すべて疲れて重荷を負っている人生になるしかないわけです。結果はどうでしょうか。人間には、一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっている。それが結果です。どんなに頑張っても結果はそういうことなのです。そして、さばかれた後は、今、世の中で私たちが味わっている苦しみ、苦難、悩みとは比較することができない永遠の刑罰の世界に入るようになるわけです。これが罪というものです。絶対解決不可能なのです。この絶対解決不可能だというメッセージが聞こえてくる人、それが恵まれている人です。普通は、この話を跳ね返して、絶対に聞こうとしません。罪の本性ですから。罪の本性は、本物の罪を認めたくないということが罪なのです。このような罪を抱えていたのに、神様が恵みによって、罪のないひとり子、イエス・キリストを私たちの身代わりとして十字架に渡されました。それでローマ3：23に書いてあるように、すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、しかし、このキリストによって、神の恵みによって、私たちは、この罪が許されて、義と認められることになりました。これが救いです。神様のまったき恵みによって。エペソ2：8、神の恵みのゆえに、信仰によって、あなたがたは救われたのだ。これは、あなたがたから出たものではなくて、神様からの賜物、プレゼントだ。これが救いなのです。先ほどもお読みしましたが、ヘブル10：14、キリストが一度ご自分をささげることによって、私たちのすべての罪を永遠に全うされたとあります。その結果、救われたというのは、ただこのイエス・キリストを信じて受け入れただけなのに、どうしようもできない死と罪の原理から永遠に解放されることです。これを感謝することです。この感謝は、条件がどうであれ、状況が変わるからといって、このことが変わることはありません。だから、変わらない感謝、絶対的な感謝なのです。

この救いの感謝、絶対解決不可能な罪が許されたという感謝を裏返しますとどういうことになるのかというと、今まで人生の中で木図になるしかなかったすべての出来事に対して、見方が変わることです。なぜ傷になったでしょうか。ありえないことだから。そんなことありえません。なぜありえないと思うのでしょうか。自分はまだまだ可能性のある人間だと思っているからでしょう。いじめられた。ありえません。親に虐待された。捨てられた。ありえません。障害者として生まれた。ありえません。なにがありえませんでしょうか。絶対不可能な罪の深刻な状態が分かれば、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれた、地獄の子なのだということが分かれば、何があり得ないのでしょうか。いじめ、当然でしょう。虐待、当然でしょう。悪霊にとりつかれる。当然でしょう。家庭が崩壊する。当然でしょう。レイプされる。当然でしょう。これらは当然なものなのです。それが救いを感謝するということなのです。ありえないと叫ぶことができるほど偉い人間がいると思いますか。罪人だということが何か分かっていないから。当然なのです。皆さんが、絶対許せない、それが心の傷になって、心から消えない辛いことが、実はそんなに大きいことではなかったのです。その裏の裏にある本当の罪がより大きな深刻な問題だったわけです。そこが見えないのでいじめが大きくなって、虐待が大きくなって、病気が大きくなって、裏切られたことが大きくなって当然でしょう。それ以上のこともありうるでしょう。地獄の子なのだから。何をそんなに偉そうに…。小さなことなのです。罪と比べると。知らないからです。捕らわれる理由がありません。ああだ、こうだ、だれが悪かった、だれが良かったということに引っかかる理由などは一切ありません。だから、今まで傷になるしかなかったすべてのことに対して、逆に自由になると同時に感謝します。それは実は、本物の罪に気づいてもらうために神様が私だけに許された神様の配慮であり、神の御許しであり、神様の愛そのものだったのですね。母親が早く亡くなり良かった。いじめられた経験があり良かった。精神的に患うことがあって良かった。それが救いの感謝なのです。救いが何かわかるのでしょうか。
そして、そのように自由になり許されただけではなくて、イエス・キリストを受け入れた瞬間、今までの自分、滅びるしかない自分はもう消えてなくなり、新しい被造物に作りかえられます。それを感謝するわけです。古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなった。私はもはや十字架とともに死んで、私が生きるのではなくて、わたしの中にキリストが生きていらっしゃる。これからは、自分ではなくて、そのキリストを信じる信仰によって生きる存在に変わっている。あなたがたは、聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。「私はだめです。こんなものです。これしかできません」と思っていた自分は、十字架とともに死んで、イエス・キリストによって神の神殿と呼ばれるものになっていて、神様を、アバ、父と呼ぶことができる神の子どもに作りかえられています。どんなに弱い人間でも、どんなに険しい状況におかれていても関係ありません。そんなことはまったくかまわずに、私は救われたものなのです。なぜなら条件は一つ。イエスがキリストだから、そのイエス様を信じたから、救いの感謝があるから、すべてを奪われても、思いどおりに行かなくても、まず感謝なのです。基本感謝、絶対的感謝なのです。だれがクリスチャンに勝てるのでしょうか。でも、クリスチャンがぼんぼん負けているでしょう。感謝していないからです。自分が誰なのか分かっていません。30年、40年、教会に通っているのに、救いが何か分かっていません。だから、いまだに過去の様々なことに捕らわれて、傷などをそのまま抱えています。「そうだったのか。それは当然だったよね。それなのにそれらを大きくして、本当に見るべきものが見えないような大きな壁にしてよくもだまされていたのだね。へっちゃらだね」。何をされていたのでしょうか。交通事故に遭ったでしょうか。泥棒に遭ったでしょうか。当然で小さいものなのです。「先生は、そのような経験がないから、そんな風に平気で言えるのかもしれません」。私も十分経験しました。イエス・キリストによって救われました。

それと同時に、救われただけでも一生感謝して足りないのに、救われた神の民、神様の子ども、ひとりひとりを、善良なる神様が、人生が終わるときまで責任をもって導かれるわけです。だから、感謝なのです。イスラエルの荒野の40年間が、その象徴的なメッセージでした。申命記29：5。40年間、靴一足、服一着でした。それなのに靴も服もボロボロになりません。砂漠は、人間が暮らせる状況ではありません。それなのに、ウズラやマナを降らして、岩から泉を湧き出るようにして、雲の柱、炎の柱などを通して、神様がイスラエルの人々が契約の血、カナンにたどり着くことができるように責任をもって導かれたのではないでしょうか。その証しというものが、初穂の感謝なのです。それで出エジプト23章、今日の箇所を見ると、カナンに入って、今までは与えられたものばかり食べていたので、自分が種をまいて収穫をした初めての収穫です。どこででしょうか。カナンで。荒野をグルグル回っているときには、そんなことは夢にも思っていなかったかもしれません。ここでたぶん死ぬのだろうと皆思っていたでしょう。それなのに、ある日カナンに入って、種をまいて、彼ら自ら収穫をとるようになりました。神様は、導いていらっしゃるのです。いろいろなことがあるように思われるのですが、神様はしっかり責任をもって導かれるのです。
しかも、神様がそのように導かれるというのは、すべてのことをご存知の上で導かれます。つまり、私たちが弱いものなのか、才能があるかないか、学歴があるかないか、すべてお見通しなのです。環境が険しいか良いか、あるいは、コロコロ変わる状況か、難しい状況か、ひどい状況なのかなど、すべてご存知の上で、それにもかかわらず失敗がないように神様は完璧に導かれます。だから、感謝するわけです。そして、導かれる理由があるわけです。私たちは、ただ助かってよかったと生きるものではありません。ただ一生懸命勉強して就職して、お金を稼いで子ども、家族を養う存在ではありません。私たちは、そこら中の人とは違うのです。神の契約のために召されて、その契約を成就することに用いられる特別な存在なのです。ですから、神様は、契約が私たちをとおして、完璧に成就することに支障がないように責任をもって導かれます。特に、神様がどのように完璧に導かれるかというと、いのちのことが神様のみことばをもって、そのみことばを握っているひとりひとりを聖霊様の導きによって、働きによって導かれるわけです。だから、完璧なのです。どこまで完璧なのか。必ず契約は成就するし、私たちの人生が終わる頃には、だれひとり例外なく、必ず天国に導き入れられるように神様は導いていらっしゃいます。収穫祭というのは、天国に導き入れられるということなのです。そのように神様は完璧に責任をもって導かれるものなので感謝せざるを得ないでしょう。これも感謝、あれも感謝、すべてが神の導きなのです。すべてを働かせて益としてくださいます。パウロはこれが分かっていたので、すべてのことに感謝しなさい。何も思い煩わないでと勧めていました。これがクリスチャンの感謝であり、世界中、世の中では見ることができないクリスチャンだけにある特別な感謝、絶対的な感謝、異次元の感謝なのです。うまくいけば感謝、そうでなければ泣いてしまう。それとは次元が違う異次元の感謝、絶対的感謝、救いの感謝、神の導き、天の御国の感謝。地上にいる間、どんなことがあってもそのすべてを動かして、契約が成就する、つまり、暗やみの力を砕いて、そこに捕らわれているたましい、かわいそうなたましいをひとりひとり助けることができるために、神様は完璧に動かして導いていらっしゃるのです。そのことを忘れないようにと言うのが、初穂の感謝の祭りだったわけです。感謝献金をささげながら、この意味が分かっていないといけません。そうか、そういう感謝なのかと。

だから、この感謝礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、このような世の中にはない、同じ次元で考えてはいけない異次元の感謝、絶対的感謝を、皆さんのすべての人生の基礎にしてください。スタートにしなければいけません。お祈りもスタートは、この感謝からです。祈りの課題からではありません。祈りの課題を先にしゃべるから、祈りに失敗するわけです。この感謝が、基礎、ベースであり、そして、スタートになるようにしましょう。どんなに怒るしかないことがあってもとどまって、まずこの感謝の上に立って、感謝をスタートにするようにしましょう。そうすると、皆さんに叶う人間はいません。皆さんに勝てるようなものは、世に存在しません。殺されても感謝するから。炎の中に入れられても感謝しているし。刑務所の中に入れられても感謝しているし。お金がなくても感謝、あっても感謝。どうしましょう。一番強いものです。クリスチャンこそチャンピオンです。この絶対的感謝をベースにして、そのうえに立ちますと、パウロが勧めたように、すべてのことに感謝するようになります。すべてのことに対して見方を変えるようにしてください。今までは良いこと、悪いことがありましたが、よく吟味してよくよく考えてみてください。全部が感謝なのです。異次元の感謝。サタンが一番恐れる人間。異次元の感謝。

なぜそのような感謝を回復して、その感謝を貫いていけないといけないのでしょうか。周りから見るとアホじゃないかと思われるかもしれませんが、私たちは、何も知らないくせにと心で返事をするしかありません。なぜこの感謝を神様は徹底的にイスラエルの人々に命じられたのでしょうか。年三回、主の御前に、祭りとささげものをしながら、盛大にこれを守りなさいと命じられたのでしょうか。これはクリスチャンのためなのです。これによって余計なものに振り回されずに、悪魔、サタンにだまされずに、自分が契約の民、伝道のために生きる存在、伝道者なのだということを忘れずに。その伝道者の祝福の道を、歩みを損しないように、逃してしまうことがないようにと言う意味が分かるのです。なぜ感謝するのでしょうか。もちろん感謝すると病気も治ります。皆さんが、この異次元の感謝にしたっていないと伝道者としての祝福の道は、なかなか歩めません。そこまで神経が届かないのです。何を食べるか、何を飲むか。なぜあんな人間が。なぜこんなことが起こるのか…ということばかり考えています。死んでも構いません。エステルのように。私が王妃になったのは、このときのためではないか。死んでも構いません。ダニエルの3人の友達のように。死んでも構いません。神様が助けてくださるでしょう。そうでなくても構いません。私たちはそういうことに左右される存在ではありません。絶対的感謝があります。キリストの御名でほめたたえられますように。勝利は難しくありません。今まで当たり前だったもの、それに少し疑念を抱いて、ブレーキをかけてください。私たちは、次元がまったく違うから。自分の感謝、自分の悲しみが、普通のレベルなのか、異次元なのかを検討してください。これから異次元の感謝によって、サタンも逃げ去り、だれも私たちを止められない伝道者の勝利の人生を歩んでいただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。初穂の感謝礼拝を通して、何があっても、どんなときでも感謝せざるをえない絶対的感謝、そして、異次元の感謝の主人公であることを教えられんくぁした。ここにいる兄弟姉妹が、すでに伝道者として召されているのに、他の何かにその祝福を奪われていることがないでしょうか。この絶対的感謝、異次元の感謝を回復することによって、伝道者の確信を持ち、その方向にしっかりと立って歩くことができるように聖霊様が導いてください。すべてのことを感謝します。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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